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【上位方針】

【サークル運営方針】

1．損益に直結する効率的なものつくりの追求
2．簡便化、からくり等を駆使して習熟に頼らないものつくり
3．自工程完結型生産の追求による製品品質の向上

1.不良撲滅に向けて全員参加活動の推進
2.次工程はお客様をモットーに！
3.互いに助け合いの出来る、明るく元気なサークル作り

テ－マ選定理由①
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サークル運営の工夫
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明るいサークル作り

サークル名

リーダー

サークル結成

人員

平均年齢

平均勤続年数

風土つくりサークル

２０12年4月

桐山 悠里

15名

46.3歳

22.１年

主な会合時間帯

テーマ登録

月当たりの会合回数

一回あたりの会合時間

２回／月

就業時間内外

１時間／回

本部登録 Ｎｏ ７‐22

３０件

全体写真

サークル紹介
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私達の職場は製造部組立課に所属し
カップ式自動販売機から店舗のカウンタ－に設置されている
コ－ヒ－マシ－ンやスムージー機を組立
「世界一の自販機工場」の名に恥じぬように高信頼性を追究し
日々改善・日々努力し、頑張っている職場です

職場紹介
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富士電機㈱ 三重工場 沿革

三重県

愛知県

私たちが勤務する三重工場は、1944年（昭和19年）
創業、三重県四日市市に位置しております。

自動販売機を中心に、カップ・フードサービス機器・

オープンショーケース・釣銭機などを製造し、営業を通じて
お客様に安心と優れた品質をお届けしています。

工場全景

22

会 社 紹 介

１

３ ４

５ ６ ７

２

富士電機株式会社 三重工場 風土つくりサークルです。

発表は桐山、PC操作は内田です。

■会社紹介

富士電機 三重工場は、四日市市北部にあり、

自動販売機を中心に、カップ・フード機器や

オープンショーケース、釣銭機などを製造しています。

■サークル運営の工夫

２回/月の会合・勉強会・親睦会の実施。

輪番制による朝礼の実施。

高い目標にチャレンジし、心の通い合うサークル活動を

心掛けています。

■テーマ選定①

上位方針の３項目、サークル運営方針の３項目をもとに

テーマを選定する事として、マトリック図で評価しました。

■サークル紹介

サークル名は、「風土つくり」。

平均年齢46歳で、活気あふれるサークルです。

現状のサークルレベルは、Ｃゾーンです。

■職場紹介

私たちの職場は、製造部組立課に所属し、

カップ式自動販売機から、店舗のカウンターに設置

されているコーヒーマシンやスムージー機を組立して

います。

私達は、富士電機㈱三重工場の製造部組立課に所属し、世界一の生産量を誇る

自動販売機を中心に、コンビニでおなじみののカウンター什器を組立している職場です。

上位方針・サークル方針から『工程内不良の撲滅』を取り上げ、自職場の問題点を

解決すべく、社内他職場にも協力をいただき、粘り強く目標達成に向けて取り組みました。

特に、主要因に対する検証を５ゲン主義で繰り返し、短期間でPDCAを廻して不良を

撲滅した事例です。

305
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リレ－BOXとサーミスタについて

【リレ－BOX】
製品を動かすための
ﾘﾚ－が集中しているBOX

【サーミスタ】
サ－ミスタは、調理するためお湯を温度管理する
重要な部品

© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 9

スムージー機

カプラ接続間違いの撲滅

製造部組立課 風土つくりサークル
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カプラ不良別

接続間違いが
全体の約68.2％と

多く発生
しているな～

発生機種別

スム－ジ－機での
接続間違いが

全体の73.3％も
占めているぞ！

テ－マ選定理由③
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必要性 活動実力

評

価

重

要

度

期

待

効

果

課

方

針

実

力

発

揮

全

員

参

加

活

動

期

間

工程内不良の低減 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 17

市場品質の向上 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 16

完成検査不良の撲滅 ◎ ○ ○ ◎ △ ○ 13

仕掛かり台数の低減 ○ ○ ○ ◎ △ ○ 12

（◎３点、○２点、△１点）

テ－マ選定理由②
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温水タンク

15

接続間違い発生箇所

サーミスタ

温水タンク内の
お湯の温度を

検知する
サーミスタ

現状把握③

温水タンク

接続間違い
温水タンクから

出るお湯の温度
を検知する
サーミスタ

検知すべき温度が
検知出来ない

© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

灰 黒 灰 黒

リレ－BOX誤接続状態

14

現状把握②-リレ－BOX

接続間違い発生箇所

リレ－BOX

リレ－BOX完成状態

接続間違いが
この部分に発生！

灰色と黒色 配線のカプラが

テレンコしている

灰 黒灰 黒

灰 灰黒 黒 灰 灰 黒 黒

✖○
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実施事項 担当 10月 11月 12月

目標の設定 と活動計画

テ ー マ 選 定 の 理 由

現 状 の 把 握

要 因 の 解 析

対 策 の 検 討 と 実 施

効 果 の 確 認

標 準 化 と 管 理 の 定 着

反 省 と 今 後 の 課 題

桐 山

全 員

全 員

谷 中

中 島

全 員

全 員

谷 中

11

テーマ：スムージー機カプラ接続間違いの撲滅

目 標：取り上げ時 11件 ⇒ ０件

活動期間：2022年10月 ～ 2022年12月

テ－マと目標設定
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現状把握①

接続間違い機種別

リレ－BOXとサーミスタ
で全ての接続間違いが

発生している！

接続間違い発生箇所
件
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製品紹介

調理前
冷凍された
野菜や果物

スムージー機とは

あらかじめ冷凍された野菜や

果物が入ったカップをお客様が

製品へセットし、スタ－トボタン

を押す事で調理湯を注ぎ、

攪拌を行いお客様へ提供する製品

８ ９ 10

11 12 13

14 15 16

■テーマ選定理由②

マトリックス表で評価した結果より、最も点数の高い

工程内不良の低減に決定しました。

■製品紹介

スムージー機は、あらかじめ冷凍された野菜や果物が

入ったカップをお客様が製品へセットし、スタートボタンを

押す事で調理湯を注ぎ、攪拌し、お客様柄へ提供する

製品です。

■テーマ選定理由③

工程内不良の”カプラ接続間違い”が全体の68.2％と

最も多い事がわかりました。

さらに発生機種を調査してみると、スムージー機が73.3％

も占めている事がわかりました。

■テーマと目標設定

目標設定は、スムージー機カプラ接続間違いの撲滅を

取り上げ時１１件を、2022年12月までに、撲滅！ と

しました。

役割り分担は、各ステップリーダー制で推進計画を立案

しました。

実績は、ほぼ計画通り推進する事ができました。

■リレーBOXとサーミスタについて

リレーボックスとは、製品を動かすためのリレーが集中

しているボックスです。

また、サーミスタは、冷凍されたスムージ-原料を調理する

ための調理湯を、温度管理する重要な部品です。

■現状把握②

リレーボックスの接続間違いについて確認してみると、

リレーに接続する黒色と灰色の配線カプラで接続間違いが

発生している事がわかりました。

■現状把握③

サーミスタの接続間違いについて確認してみると、

上図のように接続されなければいけないのですが、

クロスした状態で接続されている事がわかりました。

■現状把握①

スムージー機のどの部分で接続間違いが発生している

のか調査しました。

結果、リレーボックスが７件、サーミスタが４件である事が

わかりました。

■テーマ

『スムージー機

カプラ接続間違いの撲滅』 に決定し、

活動をする事にしました。
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緊急ミ－ティング

カプラの数も多いし
色も同じでBとEって
似てるから間違うん

じゃない？

どうせなら
チェッカ－を作る事は
出来ないのかな～

治具を使ってなぜ
間違いが発生
するんだろう？

チェッカ－か！
なんとか出来そうかな？
生産技術部に相談だ！
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灰 黒灰 黒

検証①-2リレ－BOX

・リレ－BOXは4種類の配線で線の色と番号での接続で間違いやすい
・ 〃 組立時、リレ－の向き・手順が一定でない

リレ－BOX組立作業を写真集で指導をして30台を接続作業をおこなった

ポイント集を使用しても間違いが発生

カプラに印字されているアルファベットと端子台番号を照合して16ヶ所接続

数が多く手順書とカプラを
両方見るのは難しい

✖
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要因解析

忘れ

リ
レ―

ＢO
X

と
サ
ー
ミ
ス
タ
の
カ
プ
ラ
接
続
不
良
が
発
生
す
る

人方法

確認 構造

カプラ

同形同色

間違い

カプラ

同形同色

間違い

目視

していない

目視

配線

どちらも届く

忘れ
していない

サーミスタ

リレ－BOX

手順

一定でない

手順

一定

配線が固定されいない
作業者

決まっていない配線の色

思い込み

接続時

どちらも届く

前組

作業者

焦り

配線

４種類

間違い

リレ－BOX

サーミスタ

サーミスタ

リレ－BOX
リレ－BOX

サーミスタ

判った事
・リレ－BOX、サ－ミスタともカプラが
同形同色で どこにでも接続可能

・リレ－BOXは4種類の配線で 線の色と
番号での接続で間違いやすい

・リレ－BOX組立時、リレ－の向き・手順が
一定でない

・サーミスタの取付位置は離れているが
配線側のカプラが近く間違い易い

© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 2020

対策立案

◎＝３ ○＝２ △＝１ ×＝０

部位 対策内容 即効性 実現性 効果 作業性

総合

評価

リレ－BOX

端子に色を付ける × △ ◎ ◎ 7

接続時にリレ－と箇所が判る治具を作製 ◎ ◎ ○ ◎ 11

ポイント集の変更 ◎ ◎ ○ ○ 10

サ－ミスタ

配線の分岐位置変更 ○ ◎ ◎ ◎ 11

カプラの雄雌変更 △ × ◎ ◎ 7

サ－ミスタの長さ変更 ○ ◎ ◎ ◎ 11

© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

量産後変更決裁

22

対策②-サ－ミスタ

①.サ－ミスタの長さ変更
②.配線の分岐位置変更

届かないから
間違い無し!

全長 200ｍｍ

全長 500ｍｍ①.サ－ミスタ長さ

200ｍｍ

②.配線分岐位置

80ｍｍ
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効果の確認

対策前

接続間違い機種別

対策後

接続間違い機種別

間違い発生！

もう一度
やり直しだな～
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検証②-サーミスタ

サーミスタの取付位置は離れているが、
配線側のカプラが密集している

サ－ミスタの取付位置は
約300ｍｍ離れている

300ｍｍ

配線側のカプラの
位置関係はどうか

同形同色で50ｍｍでは間違える

分岐位置の差は80ｍｍだが
配線の状態によっては50ｍｍ

カプラとカプラの
距離が近いな～

© Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 21

対策①-リレ－BOX

リレ－BOX：カプラ接続治具作製

リレ－が固定でき、安定した状態で接続できる

3Dプリンタ－で治具を作製

治具にリレ－をセットし
カプラの捺印と治具の

刻印を見て接続

治具だけで
OK!
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検証①-リレ－BOX

1台あたり4本の配線と
4個のリレ－を使用

カプラに表示されたアルファベッ
トと番号をもとに接続

リレ－

①

②

④

③

⑤

アルファベットはリレ－別

番号はリレ－端子の番号

ハ－ネス写真集

17 18 19

20 21 22

23 24 25

■要因解析

『リレーボックス・サーミスタで接続間違いが発生する』を

特性要因図で解析したところ、４つの重要要因がわかり

ました。

■検証①-2 リレーボックスの組立作業：その２

リレーボックスは４種類の配線で、線の色と番号で接続

しているため間違いやすい。

また、組立時、部品の向きと手順が一定でないについて、

リレーボックス組立作業を写真集を使って指導し、30台を

確認しながら作業確認しました。

カプラのアルファベットと番号を見て、リレーを持ちながら

１６ヶ所接続し黒色と灰色カプラが間違っていました。

作業者からは、ポイント集を見ても、数が多くアレコレを

見ながらの作業は難しい、との意見が出ました。、

■検証② サーミスタ

取付位置は300mm離れているが、配線側カプラが密集して

いる。 配線の分岐カプラ位置は50mmで、同型同色であり、

間違いやすい。

■対策立案

検証結果をもとに、対策を立案・評価した結果、

①リレーボックスは、接続時にリレーと接続箇所がわかる

治具を作製。

②サーミスタは、配線の分岐位置変更とサーミスタの長さ

変更。

を、対策実施する事にしました。

■対策② サーミスタ

サーミスタの長さ変更、配線の分岐位置変更を実施。

量産後変更決裁を申請し、社内関連部門に決裁をいただ

き、間違っても届かない長さに変更しました。

■効果の確認

対策前１１件の接続間違いが、対策後１件リレーボックスで

発生しました。

撲滅の目標は未達成であり、再度緊急ミーテイングを実施

する事にしました。

■検証① リレーボックスの組立作業：その１

４本の配線と４個のリレーを使用し、カプラに表示された

アルファベットと番号をもとに接続します。

アルファベットはリレー別で、番号はリレー端子となっており

ハーネス写真集を見て接続します。

■対策① リレーボックス

カプラ接続治具は、３Ｄプリンターを使用して作製しました。

治具にリレーをセットし、カプラと治具の刻印を見て接続、

常に同じ向きで安定した状態で接続が可能になりました。

■緊急ミーティング

『治具を使用しているのに、なぜ発生するのか？』

『簡単に確認出来るチェッカーは作れないか？』

早速、生産技術部へ相談を持ち掛け、作製の合意を

得る事ができました。
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標準化・管理の定着

何を 誰が いつ 何処で 何故 どのように フォロ－

リレ－BOX組立作業 谷中 作業指導 作業場
接続間違いが
出ない為に

治具を使用
し指導

作業長

チェッカ－ 谷中 始業時 作業場
故障が無いか
確認する為に

通電し確認 作業長

サ－ミスタ接続作業 桐山 始業時 作業場
接続間違いが
出ない為に

ポイント集を
使用し指導

作業長
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反省と今後の課題

良かった点

・サークル員全員一丸となり、他部門を巻き込んだ活動が出来た事と
自職場で解決出来る事は自分たちで行う事で問題を解決出来た時の
喜び・達成感を全員が得る事が出来た。

反省点

今後の課題

・原因追及での深掘りが出来ておらず、誰が作業しても不良が出ない対策
歯止めに繋げる事に遠回りしてしまった。

・今後は、開発段階での問題点抽出の際に、作り易さ＝品質向上を
心掛けて提案を行い、サークル員全員で日々改善と努力し、職場の
レベルupに繋げて行く。
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OKならランプ点灯

再対策-リレ－BOX

NGならブザ－が鳴る
ピ－ッ！

チェッカ－作製

組立後、チェッカ－に接続し
スイッチON

ランプの点滅で不具合
箇所の特定が可能！
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対策前

効果の確認

接続間違い機種別

対策前
接続間違い機種別

26 27 28

29 30

■再対策 チェッカー作製

リレーボックス組立後、チェッカーによる自主検査を実施。

合格＝ランプ点灯、 不合格＝ブザーが鳴る

誰もが確実に確認が可能となりました。

また、ランプ点灯で不具合箇所が特定でき、修正時間も

短縮できる様になりました。

■効果の確認

対策前１１件の接続間違いが、追加対策後０件と目標を

達成する事ができました。

■標準化・管理の定着

５Ｗ１Ｈで上表の様に決め、全員で維持継続をしています。

■反省と今後の課題

良かった点、反省点、今後の課題を、上記の様にまとめ

ました。 今後の活動に繋げていきます。

■有形効果、無形効果

＜効果金額＞

半期 ５１４，８００円

修復時間 １６．５Ｈｒ/月削減

＜無形効果＞

サークルレベル Ｃ⇒ＢゾーンへランクＵＰ

一人一人が拘りを持ち、問題解決に向けて

取り組める様になり、改善意識が向上しました。


